
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録を 

人と人との「つながり力」が育てる すこやか南っ子 

 

◆ 活動の目的・趣旨 （全校児童数：1005 名 学級数：32 学級） 

Ｈ２２年度当時は、欠席・遅刻者数や交通事故、校内でのけがの発生 

数が多い状況があった。そこで、本校が創出している次代に必要な教育 

課程「生命の教育」のカリキュラムに基づいて、「健康貯金」→「いきいき 

委員会」→「わが家のすこやか会議」のサイクルを駆動させ、学校・家庭・ 

地域の「つながり力」の強化を目指し、本取り組みを始めた。 

◆ 主な活動内容 

年３回実施している生活習慣調べ「健康貯金」の実態からアセスメン 

トし、その結果や課題を学校保健委員会「いきいき委員会」で提示して 

いる。学校医等からの指導をもとに、家庭健康会議「わが家のすこやか 

会議」で、さらに具体的な課題改善策を話し合い、実践化へとつなげる。 

これをＰＤＣＡサイクル化して学校・家庭・地域が協働した取り組みとする。 

これらの活動の記録については各自の「保健ファイル」に綴じ、適時活用 

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

◆ 活動の成果と今後の展望 
 

                 
 

 
■ 幼稚園 ■保育所 ■小学校 ■中学校 □高等学校 □中等教育学校 ■特別支援学校 

■ 児童館 ■公民館 □図書館 ■ＰＴＡ □子育て・教育支援団体、ＮＰＯ ■企業・事業所 

■ 病院・保健所 ■早寝早起き朝ごはん運動・家庭教育支援に関する実行委員会・協議会 

■ 行政（教育委員会）  ■行政（保健・福祉部局） □行政（その他の部局       ） 

■ その他（ 地域コミュニティー協議会・高松南警察署  ） 

活動の名称 

団体等の名称 

活動に含まれる（連携している）団体等 

活動の概要 

家庭健康会議「わが家のすこやか会議」 

高松市立太田南小学校 

 

 保健ファイル 

「健康貯金」等の

記録は個人の経

過がみられるよう

６年間綴じていく。 

② 学校保健員会 

「いきいき委員会」 

① 生活習慣調べ 

「健康貯金」 

基本的な生活習慣の項目に「わが家の

すこやか会議」で話し合われた目標を盛

り込み、長期休業期間前後に実施する。 

児童、教職員、保護者以外

に学校医、異校種の教諭、

地域の方等が参加。 

地域安全チーム 

ST みなみのｷｬﾗｸﾀｰ 

南まもる 

  

児童が主体的に会議

を進行。家庭で具体

的な改善策を共有。 

③ 家庭健康会議 

「わが家のすこやか会議」 

「健康貯金」で毎日できた割合の推移
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歯みがき

朝食

早寝

早起き

外遊び

テレビの時間

ゲームの時間

すこやか会議

の目標

H26年度H22年度 H23年度 H24年度

％

H25年度

（健康貯金）

○ ｢わが家のすこやか会議｣実施率の向上 Ｈ２２ 88.6％ ⇒ Ｈ２６ 94.7％ 

○ 朝食の摂取率が高い割合で継続 

○ 早起きができるようになった児童の増加 

○ 欠席者数の減少 Ｈ２４ ２９５８人 ⇒ Ｈ２５ ２７０６人 

○ 保健室来室者数（けが）の減少 Ｈ２４ ４１２０人 ⇒ Ｈ２５ ３５９６人 

● 生活習慣は、年間を通して改善されてきた。今後、家庭と協働した「わが

家のすこやか会議」の実践から、各自の「保健ファイル」を有効活用できる

方法を検討していきたい。 

● 子どもを地域で育てるという意識が高まってきている中、今後も「つながり

力」を深め、この教育文化を継続していきたい。 

 


